
河川における侵略的外来種の駆除方法

河道内にはハリエンジュ、ヤナギ類等を主体とする樹木が多数分布し、流下能力の向上や河道の
維持のために伐採を実施している。
ハリエンジュ等の樹木は切株や地中に残った水平根から再繁茂する特性があり、伐採後早期に再
樹林化する。
よって、維持管理コスト縮減のため、効果的・効率的な樹木の再繫茂抑制対策が課題である。

水平根の再萌芽に対する抑制効果的を確認するため、除草剤を用いた対策の試験施工を実施した。
ハリエンジュを対象とし、①注入、②散布、③塗布を行った。
使用量は、農薬登録情報に基づき雑かん木に使用する量とした。

5年で樹高7ｍに成長伐採後2～3年で再繫茂

削孔 薬剤注入
テープで
穴ふさぐ

①注入
• 幹にドリルで穴をあけ薬剤（原液）
を注入する。

• 注入した穴にテープで蓋をする。

②散布
• 希釈した除草剤を噴霧器で散布する。

③塗布
• 対象木を伐採し、切断面に塗布する。
• 水の侵入を防ぐためビニールを被せる。

散布状況（泡ノズルを使用） 塗布状況

［現状・課題］

［試験施工の実施］

◆試験施工方法

注入、散布ともに3～4日程度で葉の色に変色が見られ、1週間から10日程度で落葉等の効果が表
れた。
塗布を行った対象木については、切り株からの再萌芽は確認されなかった。

施工翌日 施工４日後 施工９日後

散布 注入 散布 注入 散布 注入

塗布あり
塗布なし
（再萌芽）

施工２０日後

落葉している葉が変色

◆樹木の変化



試験対象木と幼木の水平根による接続を確認したが接続はなかった。
すべての対象木において水平根による再萌芽が発生していないことを確認した。

試験対象木の水平根から再萌芽は確認されない。

注入箇所（１５０日後）

水平根水平根

対象木
幼木

散布箇所（１５０日後）

◆水平根の再萌芽

幼木 対象木

水平根

水平根

工法の評価
［注入・散布・塗布］
• 再萌芽・再繁茂は確認されず、一定の効果あり。
• 過去事例では、切り株に注入を行った箇所から再繁茂が確認されており、立ち木での状態で
行ったことが効果的であったと考える。

• 散布は、施工時に木の上部に除草剤が十分にかからない可能性があるため注意する必要がある。
除草剤残留量
除草剤の主成分であるグリホサートについて、水平根への効果を評価するため、残留量の計量を
行った。
［注入］
• 水平根からグリホサートが検出され、水平根まで薬剤の効果が発揮されていると考えられる。
［散布・塗布］
• グリホサートの検出が定量下限値以下であり、水平根への効果が低いと考えられる。

◆工法・除草剤の評価

［試験施工の評価］

幹 注入 43 No.2

水平根（末端） 注入 26 No.3-1

水平根（根本） 注入 27 No.3-2

幹 散布 32 No.５

水平根 散布 <25 No.6

水平根 塗布 <25 No.8

定量下限値 25

番号
グリホサートカリウム

塩（mg/kg）

磐井川

対象 試験体 施工方法

水平根からグリホサート
が検出されている

定量下限値となっている

除草剤（グリホサート）の検出量

［再繁茂対策の施工フロー(案)］

• 施工フロー（案）は、伐採目的（河
道掘削）と樹種（ハリエンジュとそ
れ以外）による対策方法を示したも
のである。

• 除草剤の使用は、ハリエンジュを対
象とし、河道掘削で根の除去が完全
に行われる場合は使用しない。

• 樹木の定着を完全に排除することは
現実的ではないことから、抑制する
（定着を遅らせる）ことで維持管理
にかかるコストを下げることが望ま
しいと考える。

河道樹木伐採

河道掘削を
行うためで
ある

対象樹種が
ハリエン
ジュ以外

除草剤を使
用しない

伐採済みで
ある

除根を行う

草地化工法
踏み倒し

・環状剝皮
・覆土

・定期伐採等

・切り株に除草剤を
注入、再萌芽する
場合は散布もしくは

注入を行う

・立ち木の状態で
注入を行う

Y
河道掘削により
更地になる場合

N（伐採のみである）

Y（クルミ、ヤナギ等）

N
ハリエンジュを
対象とする

Y

N

Y（切り株の状態）

N（立ち木の状態）

流入種子や埋土種子からの萌
芽・成長を抑止する対策

切株、水平根からの萌芽・成長を抑止する対策

N

クルミ、ヤナギについ
ては除根が有効

Y
河道樹木伐採後
更地になる場合

・クルミ、ヤナギについては除根で対応

・除草剤の使用はハリエンジュを対象とし、河道掘削で根の
除去が完全に行われる場合は使用しない。
・除草剤を使用した場合は、モニタリングを実施する。

ハリエンジュの再繁茂対策は、
除草剤の注入（立木）が効果
的である
※施工性は散布の方が優れて
いる→樹高により施工方法を
選択する
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